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 千葉県習志野市に位置する谷津干潟(図－1)は，

かつて広大な干潟の一部であったが，1970 年代に周

囲を埋め立てられ，住宅と道路に囲まれた面積約

40ha の潟湖干潟となった．谷津干潟は現在，東京湾

と谷津川・高瀬川の 2 河川によって海水交換が行わ

れている． 

しかし，近年谷津干潟では，大型緑藻類のアオサ

が異常繁茂し，景観の面および水質浄化機能の低下

の面から問題となっている． 

本研究では，アオサの増殖原因を解明するため，

アオサの培養実験により繁殖特性を検討した． 

 

２．実験概要  

アオサは谷津川より採取(2006/12/7，21)した．藻

食性動物を除去するため，前処理として淡水に約 1

時間漬けた後 2cm×2cmに切断した．実験は，16cmW

×24cmD×15cmHのポリプロピレン製容器を 4台使い，

培養水 2lを入れて，吐出量 6.0l/minのポンプにより

空気を供給した． 

検討項目は，塩分濃度と栄養塩類とした．塩分濃

度を変化させた培養実験は，2006/12/8～15の期間に

行った．表－１に培養条件を示す．塩分濃度は 4 ケ

ースとし，各ケースに栄養塩類として，硫安(速効性

の窒素肥料 )6mg と過燐酸石灰 (速効性の燐酸肥

料)6mgを混合した肥料を 1日 1回施肥した．アオサ

の質量測定は 18:00に実施した． 
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 表－２は，栄養塩類を変化させた培養条件である．

培養実験は 2006/12/23～30 の期間に行った.塩分濃

度はすべて 1％とし，施肥量は 4ケースとした．各ケ

ースの栄養塩類は，硫安と過燐酸石灰を 1:1 の比率

で混合し，1日 1回施肥した．また，実験前後の栄養

塩類について分析を行った．分析項目は，NH4－N，

NO3－N，NO2－N，PO4－Pとした． 

 

３．結果
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図－１ 谷津干潟 
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表－１ 培養条件（１）（塩分濃度変化）
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表－２ 培養条件（２）（栄養塩類変化）
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図－２ 塩分濃度別の平均照度変化 図－３ 施肥量別の平均照度変化 
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図－４ 塩分濃度別のアオサの質量変化

1

栄

１

栄

向となることがわかった．塩分濃度 0，2，3％では, 

アオサは減少傾向となった．これに対し，0％では 4

日目で完全に枯死した．このことから，海洋性藻類

であるアオサは淡水での生育限界が2～3日程度であ

ることがわかった． 

(2)栄養塩類によるアオサへの影響 

 塩分濃度 1％でアオサがもっとも増殖したことか

ら，塩分濃度 1％に対する栄養塩類の影響を検討した．

4 ケースの施肥量で培養したアオサの質量の変化を

図－５に示す．最も増殖傾向を示したのは，施肥量

24mg/dayのケース Dであった．しかし，各ケースの

変化量がわずかであることから，施肥量はアオサの

質量変化にあまり影響を及ぼさないと考えられる． 

(3)栄養塩類の分析について 

 培養液中の栄養塩類のNH4－N，PO4－Pの変化につ

いての結果を表－３に示す．培養液中のNH4－N，PO4

－Pは減少傾向にあることがわかった．しかし，栄養

塩類を施肥していないケースA，またケースDのPO4

－Pに関しては，1週間後に栄養塩類の濃度が上がっ

ていた．これは，アオサから栄養塩類が溶出したた

めであると考えられる． 

 

４．まとめ 

谷津干潟のアオサについて培養実験により繁殖特

性を検討し
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図－５ 施肥量別のアオサの質量変化
 
 ケース NH4-N PO4-P 

A 0.00 0.00 

B 0.29 0.65 

C 0.55 0.79 

日分の 

養塩濃度 

(mg/l) 
D 1.30 1.41 

A 0.52 0.23 

B 0.82 2.75 

C 2.67 4.95 

週間後の 

養塩濃度 

(mg/l) 
D 6.27 10.95 

表－３ 培養液中の栄養塩類の変化 

 

た結果，以下のことがわかった． 

潟のアオサは淡水では生長せずに腐敗

してしまい，繁殖しない．また，塩分濃

くても著しい生長は見られない． 

類の量によってアオサの質量も変化す

養塩類を多く含んでいる培養液ほどアオ

量変化は増加傾向にある． 

液中に存在する栄養塩類のNH4－N，PO4

減少傾向にある． 
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